
(57)【要約】

【課題】従来のフィルターボックスにおいて単層フィル

ター材料のために生じるチャンネリングを効果的に防止

して濾過効果を向上し、且つ汚物をフィルターボックス

内に誘導でき、フィルターボックスを取外す際に汚物が

回流し汚染を引き起こすことを回避できる、フィルター

ボックスの提供。

【解決手段】本発明のフィルターボックスは、ケース及

び前記ケース内に設置されるフィルター材より構成され

、そのうち、前記ケースは進水誘導通路を備え、前記フ

ィルター材は前記進水誘導通路の後に配置され濾過を行

い、且つ、少なくとも２つの前記フィルター材を含み、

相隣する２つのフィルター材の間に緩衝空間が設けられ

ることを特徴とする。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ケ ー ス 及 び 前 記 ケ ー ス 内 に 設 置 さ れ る フ ィ ル タ ー 材 を 含 み 、 そ の う ち 、 前 記 ケ ー ス は 進 水
誘 導 通 路 を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ ー 材 は 前 記 進 水 誘 導 通 路 の 後 に 位 置 し 濾 過 を 行 い 、 且 つ 、
少 な く と も ２ つ の 前 記 フ ィ ル タ ー 材 を 含 み 、 相 隣 す る ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 の 間 に 緩 衝 空 間
が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ２ 】
ケ ー ス 及 び 前 記 ケ ー ス 内 に 設 置 さ れ る フ ィ ル タ ー 材 を 含 み 、 そ の う ち 、 前 記 ケ ー ス は 進 水
誘 導 通 路 を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ ー 材 は 前 記 進 水 誘 導 通 路 の 後 に 位 置 し 濾 過 を 行 い 、 前 記 進
水 誘 導 通 路 の 進 水 箇 所 に １ 枚 或 い は １ 枚 以 上 の 導 水 板 が 設 置 さ れ 、 前 記 誘 導 版 の 底 部 が 前
記 フ ィ ル タ ー 材 に 接 近 し て 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 進 水 誘 導 通 路 の 進 水 箇 所 に 導 水 板 が 設 置 さ れ 、 前 記 導 水 板 の 底 部 が 全 て 前 記 フ ィ ル タ
ー 材 に 接 近 し 斜 め に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 導 水 板 が 外 か ら 内 へ 傾 斜 し た 羽 根 板 状 を 呈 し 、 且 つ 各 導 水 板 の 底 部 が 全 て フ ィ ル タ ー
材 に 接 近 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ５ 】
少 な く と も ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 が 重 な り 合 っ て 組 成 さ れ 、 相 隣 す る フ ィ ル タ ー 材 の 間 に 緩
衝 空 間 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 進 水 誘 導 通 路 か ら 出 水 誘 導 通 路 の 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 フ ィ ル タ ー 材 が 徐 々 に 細 密 に な
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ５ に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 フ ィ ル タ ー 材 が 凹 凸 或 い は 波 形 の 形 状 を 呈 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ５
に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ８ 】
相 隣 す る フ ィ ル タ ー 材 の 間 に 粒 状 フ ィ ル タ ー を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た
は ５ に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ９ 】
出 水 誘 導 通 路 近 く の フ ィ ル タ ー 材 と 前 記 ケ ー ス の 間 に 粒 状 フ ィ ル タ ー を 設 置 す る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ５ に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 粒 状 フ ィ ル タ ー が 吸 着 性 フ ィ ル タ ー 材 或 い は イ オ ン 交 換 性 フ ィ ル タ ー 材 で あ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス が ２ つ 或 い は そ れ 以 上 の フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト を 含 み 、 前 記 進 水 誘
導 通 路 と 出 水 誘 導 通 路 が そ れ ぞ れ 各 フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト 上 に 設 置 さ れ 、 各 フ ィ ル タ ー ユ ニ
ッ ト は 半 円 形 状 或 い は 多 角 形 状 を 成 し 、 組 み 立 て 後 に 中 空 の 円 柱 形 状 或 い は 中 空 の キ ュ ー
ブ 形 状 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス に 関 し 、 特 に フ ィ ル タ ー 材 料 を 通 し て 水 に 対 し て 濾 過 を 行
う フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 人 間 の 生 活 水 準 が 向 上 す る に つ れ て 、 家 庭 或 い は 公 共 場 所 の 装 飾 も 次 第 に 重 視 さ れ て き
た 。 水 槽 も そ の う ち の 重 要 な 装 飾 品 の １ つ で あ る 。 図 １ ７ か ら 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 従 来
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の 水 槽 或 い は ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 用 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ９ ０ の 構 造 に お い て 、 フ ィ ル タ ー
ボ ッ ク ス ９ ０ は 一 般 に 単 層 片 状 の フ ィ ル タ ー 綿 ９ １ を 取 り 付 け て い る の み で あ り 、 且 つ 、
こ の 単 層 片 状 フ ィ ル タ ー 綿 ９ １ は 濾 過 効 果 を 達 成 す る た め 一 般 的 に 非 常 に 厚 い 片 状 フ ィ ル
タ ー 綿 ９ １ が 用 い ら れ 、 こ れ は そ の 初 期 に は 迅 速 に 水 中 の 汚 物 を 濾 過 で き る が 、 片 状 フ ィ
ル タ ー 綿 ９ １ の 厚 さ と 通 過 孔 が 小 さ す ぎ 詰 ま り や す い た め に 、 チ ャ ン ネ リ ン グ 現 象 が 生 じ
、 図 １ ９ に 矢 印 で 示 す よ う に 、 理 想 的 な 濾 過 効 果 が 得 ら れ ず 、 且 つ フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ９
０ を 水 槽 或 い は ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 か ら 取 り 出 す 際 に 、 汚 物 が 水 槽 或 い は ス ク リ ー ニ ン グ
装 置 内 に 回 流 し て し ま う 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 上 述 の 欠 点 を 克 服 す る フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス を 提 供 す る こ と が 、 現 在 解 決 が 待 た
れ る 技 術 的 課 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス に お い て 単 層 フ ィ ル タ ー 材 料 の た め に 生 じ
る チ ャ ン ネ リ ン グ を 効 果 的 に 防 止 し て 濾 過 効 果 を 向 上 し 、 且 つ 汚 物 を フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス
内 に 誘 導 で き 、 更 に フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス を 水 槽 或 い は ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 容 器 か ら 取 外 す
際 に 汚 物 が 水 槽 或 い は ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 容 器 内 に 回 流 し 汚 染 を 引 き 起 こ す こ と を 回 避 で
き る 、 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 次 の よ う に 実 現 さ れ る 。 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス は 、 ケ ー ス 及 び 前
記 ケ ー ス 内 に 設 置 さ れ る フ ィ ル タ ー 材 よ り 構 成 さ れ 、 そ の う ち 、 前 記 ケ ー ス は 進 水 誘 導 通
路 を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ ー 材 は 前 記 進 水 誘 導 通 路 の 後 に 配 置 さ れ 濾 過 を 行 い 、 且 つ 、 少 な
く と も ２ つ の 前 記 フ ィ ル タ ー 材 を 含 み 、 相 隣 す る ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 の 間 に 緩 衝 空 間 が 設
け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス は 、 ケ ー ス 及 び 前 記 ケ ー ス 内 に 設 置 さ れ る フ ィ ル タ ー
材 を 含 み 、 そ の う ち 前 記 ケ ー ス は 進 水 誘 導 通 路 を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ ー 材 は 前 記 進 水 誘 導
通 路 の 後 に 配 置 さ れ 濾 過 を 行 い 、 前 記 進 水 誘 導 通 路 の 進 水 箇 所 に は １ 枚 以 上 の 導 水 板 が 設
置 さ れ 、 前 記 導 水 板 の 底 部 は 全 て 前 記 フ ィ ル タ ー 材 近 く に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス は 、 前 記 進 水 誘 導 通 路 の 進 水 箇 所 に 設 置 さ れ た 導 水 板 を 含 み 、
前 記 導 水 板 の 底 部 は 全 て 前 記 フ ィ ル タ ー 材 近 く に 斜 め に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の 導 水 板 は 外 か ら 内 へ 傾 斜 し た 羽 根 板 状 を 呈 し 、 そ れ ぞ れ の 導 水 板 の 底 部 は 全 て フ
ィ ル タ ー 材 に 接 近 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 少 な く と も ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 が 重 な り 合 っ て 組 成 さ れ 、 相 隣 す る フ ィ ル タ ー 材 の 間 に
は 緩 衝 空 間 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 進 水 誘 導 通 路 か ら 出 水 誘 導 通 路 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 フ ィ ル タ ー 材 は 次 第 に 細 密 に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ー 材 は 凹 凸 或 い は 波 形 の 形 状 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 相 隣 す る フ ィ ル タ ー 材 の 間 に 粒 状 フ ィ ル タ ー 物 を 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 出 水 誘 導 通 路 近 く の フ ィ ル タ ー 材 と 前 記 ケ ー ス の 間 に 粒 状 フ ィ ル タ ー 物 を 設 置 し て も よ
い 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 粒 状 フ ィ ル タ ー は 吸 着 性 フ ィ ル タ ー 材 或 い は イ オ ン 交 換 性 フ ィ ル タ ー 材 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス は ２ つ 或 い は そ れ 以 上 の フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト を 含 み 、 前 記 進 水
誘 導 通 路 と 出 水 誘 導 通 路 は 各 フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト 上 に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ 、 各 フ ィ ル タ ー ユ
ニ ッ ト は 半 円 形 状 或 い は 多 角 形 状 を な し 、 組 み 立 て 後 は 中 空 の 円 柱 形 状 或 い は 中 空 の キ ュ
ー ブ 形 状 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 従 来 技 術 と 比 較 し て 、 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 構 造 は 実 用 的 で あ り 、 且 つ 、 多 重
の フ ィ ル タ ー 材 を 採 用 し た 濾 過 方 法 で 段 階 的 濾 過 を 提 供 し て 濾 過 面 積 を 増 加 し 、 ま た ２ つ
の フ ィ ル タ ー 材 間 の 緩 衝 空 間 を 利 用 し て 水 圧 の 平 衡 を と る こ と が で き 、 詰 ま り と チ ャ ン ネ
リ ン グ を 防 止 で き る 。 こ の た め 、 よ り 精 密 な 段 階 的 濾 過 を 行 う こ と が で き 、 単 層 フ ィ ル タ
ー 材 で の 濾 過 よ り 優 れ た 濾 過 効 果 が 得 ら れ る 。 更 に 、 導 水 板 を 設 置 す る こ と で 、 単 層 フ ィ
ル タ ー 材 或 い は 多 層 フ ィ ル タ ー 材 の ど ち ら の の 設 置 条 件 に も か か わ ら ず 、 フ ィ ル タ ー ボ ッ
ク ス を 水 面 か ら 取 り 出 す 際 に 、 汚 物 は 全 て 導 水 板 内 に 流 入 し 、 且 つ フ ィ ル タ ー 材 に よ る 濾
過 を 経 て 流 出 す る た め 、 汚 物 の 水 槽 或 い は ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 容 器 内 へ の 回 流 を 効 果 的 に
防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 構 造 、 装 置 及 び そ の 特 徴 に つ い て 更 に 認 識 と 理 解 を 促 す た め 、 そ の 実 施 例 を 挙
げ 且 つ 図 式 を 配 し て 以 下 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ か ら 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス １ ０ は 主 に ス ク リ ー ニ ン グ 装
置 １ ０ ０ 或 い は 水 槽 上 に 用 い ら れ 、 以 下 ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 １ ０ ０ を 例 に し て 説 明 を 行 う
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 １ ０ ０ は 箱 体 １ ０ １ を 含 み 、 前 記 箱 体 １ ０ １ は 収 容 空 間 を 備 え
、 例 え ば 水 槽 の 収 容 空 間 に 入 れ ら れ た 水 な ど の よ う に 、 前 記 収 容 空 間 は 導 管 １ ０ ２ を 介 し
て 外 部 の 水 と 連 通 さ れ る 。 前 記 収 容 空 間 の 出 水 口 に 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス １ ０ が 設 置 さ
れ 、 前 記 収 容 空 間 か ら 流 出 す る 水 に 対 し て 濾 過 処 理 を 行 う 。 本 実 施 例 に お い て 、 前 記 フ ィ
ル タ ー ボ ッ ク ス １ ０ は ケ ー ス １ １ を 含 み 、 前 記 ケ ー ス １ １ の 相 対 す る 両 側 に は 嵌 入 部 １ １
１ が 設 置 さ れ 、 収 容 空 間 の 出 水 口 の 相 対 す る 両 側 の 凹 槽 １ ０ ３ に 前 記 嵌 入 部 １ １ １ が 嵌 め
込 ま れ 、 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス １ ０ が 箱 体 １ ０ １ 上 に 固 定 さ れ る 。 当 然 、 異 な る フ ィ ル
タ ー ボ ッ ク ス の 形 状 構 造 に 基 づ き 、 そ の 他 固 定 方 法 で 固 定 す る こ と も で き る 。 前 記 フ ィ ル
タ ー ボ ッ ク ス １ ０ の 前 後 両 側 壁 面 上 に は 導 水 通 路 が 設 け ら れ 、 こ れ ら に よ り 汚 水 を 流 入 さ
せ 、 濾 過 後 の 水 を 流 出 さ せ る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス １ ０ の
ケ ー ス １ １ 前 面 に 前 記 収 容 空 間 の 出 水 口 に 対 応 す る 進 水 誘 導 通 路 が 設 け ら れ 、 収 容 空 間 内
の 汚 水 を 進 入 さ せ る こ と が で き 、 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス １ ０ の ケ ー ス １ １ 背 面 上 に 縦 横
に 配 列 さ れ た 出 水 誘 導 通 路 １ １ ２ が 設 け ら れ 、 濾 過 後 の き れ い な 水 を 流 出 さ せ る こ と が で
き る 。 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス １ ０ 内 に フ ィ ル タ ー 材 が 設 置 さ れ 、 水 に 対 し て 循 環 的 濾 過
を 行 う が 、 こ れ に つ い て は 以 下 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ か ら 図 ６ に 別 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ２ ０ を 示 す 。 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ２ ０ の ケ
ー ス ２ １ 前 後 壁 面 上 に 誘 導 通 路 が 設 け ら れ 、 汚 水 の 流 入 と 濾 過 後 の 水 の 流 出 に 用 い ら れ る
。 具 体 的 に は 、 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ２ ０ の ケ ー ス ２ １ の 前 壁 面 上 に 前 記 収 容 空 間 の 出
水 口 に 対 応 す る 進 水 誘 導 通 路 ２ １ １ が 設 け ら れ 、 収 容 空 間 内 の 汚 水 を 流 入 さ せ る こ と が で
き る 。 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ２ ０ の ケ ー ス ２ １ 後 ろ 壁 面 上 に 縦 横 に 配 列 さ れ た 出 水 誘 導
通 路 ２ １ ２ が 設 け ら れ 、 濾 過 後 の き れ い な 水 を 流 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス 内 部 の 前 記 進 水 誘 導 通 路 ２ １ １ と 前 記 出 水 誘 導 通 路 ２ １ ２ の 間
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に は 平 行 に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た フ ィ ル タ ー 材 ２ ２ 、 ２ ３ が 数 枚 密 封 し て 設 置 さ れ 、 前
記 フ ィ ル タ ー 材 は フ ィ ル タ ー 綿 等 の 片 状 フ ィ ル タ ー 材 と す る 。 本 実 施 例 で は ２ 枚 で あ る が
、 当 然 さ ら に 多 く 設 置 す る こ と も で き 、 具 体 的 情 況 (汚 染 程 度 等 )に 基 づ き 、 複 数 の 前 記 フ
ィ ル タ ー 材 ２ ２ 、 ２ ３ を 設 置 す る こ と で 濾 過 効 果 を 向 上 し 、 且 つ チ ャ ン ネ リ ン グ を 防 止 す
る こ と が で き る (図 ６ 参 照 )。 相 隣 す る ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 ２ ２ 、 ２ ３ の 間 に は 緩 衝 空 間 ２
４ を 設 け 、 外 部 の 汚 染 さ れ た 水 (例 え ば 水 槽 の 中 の 水 )が フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 第 １ 層 フ ィ
ル タ ー 材 ２ ２ を 経 て 濾 過 さ れ た 後 、 相 隣 す る ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 ２ ２ 、 ２ ３ 間 の 緩 衝 空 間
２ ４ に 進 入 し た 際 に 水 圧 が 平 均 化 さ れ 、 そ の 後 更 に 第 ２ 層 の フ ィ ル タ ー 材 ２ ３ に 進 入 し て
濾 過 さ れ 、 最 終 的 に 出 水 誘 導 通 路 ２ １ ２ か ら 流 出 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 濾 過 が 必 要 な
水 は 多 重 の フ ィ ル タ ー 材 を 通 し て 濾 過 さ れ た 後 、 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス か ら 流 出 さ れ 、 再 度
循 環 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 濾 過 効 果 を 強 化 す る た め 、 水 流 方 向 に 従 っ て 、 出 水 誘 導 通 路 ２ １ ２ に よ り 近 い フ ィ ル タ
ー 材 ２ ３ ほ ど よ り 細 密 に し 、 濾 過 効 果 を 向 上 さ せ る 。 異 な る 必 要 性 に 基 づ き 、 前 記 フ ィ ル
タ ー 材 ２ ２ ’ 、 ２ ３ ’ は 凹 凸 或 い は 波 形 状 (図 ７ 参 照 )と す る こ と が で き 、 異 な る 汚 水 濾 過
の 必 要 性 に 対 応 さ せ る 。 濾 過 効 果 を 増 強 す る た め 、 相 隣 す る フ ィ ル タ ー 材 ２ ２ ’ 、 ２ ３ ’
間 の 緩 衝 空 間 ２ ４ ’ に 粒 状 の フ ィ ル タ ー 物 ２ ５ を 設 置 す る こ と が で き 、 ま た 前 記 出 水 誘 導
通 路 ２ １ ２ 近 く の フ ィ ル タ ー 材 ２ ３ ’ (即 ち 後 方 の フ ィ ル タ ー 材 )と ケ ー ス ２ １ の 間 に も 粒
状 フ ィ ル タ ー ２ ６ を 設 置 し て 、 濾 過 効 果 を よ り 高 め る こ と も で き る 。 前 記 粒 状 フ ィ ル タ ー
２ ６ が 出 水 誘 導 通 路 ２ １ ２ か ら 流 出 す る の を 防 止 す る た め 、 前 記 出 水 誘 導 通 路 ２ １ ２ を フ
ィ ル タ ー 綿 ２ ７ で 塞 ぐ と 、 水 流 の み を 通 過 さ せ 、 粒 状 フ ィ ル タ ー ２ ６ の 流 出 を 防 止 す る こ
と が で き る 。 上 述 の 粒 状 フ ィ ル タ ー ２ ５ 、 ２ ６ は 吸 着 性 フ ィ ル タ ー 材 或 い は イ オ ン 交 換 性
フ ィ ル タ ー 材 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ８ か ら 図 １ ０ に さ ら に 別 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ３ ０ を 示 す 。 こ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス
３ ０ は ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 ３ ２ 、 ３ ３ を 含 み 、 前 記 ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 ３ ２ 、 ３ ３ 及 び そ
の 中 間 の 緩 衝 空 間 ３ ４ は 、 図 ４ か ら 図 ６ の フ ィ ル タ ー 材 ２ ２ 、 ２ ３ 及 び 緩 衝 空 間 ２ ４ の 形
状 、 構 造 と 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 説 明 を 省 略 す る 。 前 記 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ３ ０ の ケ
ー ス ３ １ の 進 水 誘 導 通 路 ３ １ １ (即 ち 進 水 口 )箇 所 に は 若 干 の 水 平 且 つ 平 行 間 隔 で 設 置 さ れ
た 導 水 板 ３ ５ が 固 定 さ れ 、 前 記 導 水 板 ３ ５ の 相 対 す る 両 端 は 、 前 記 ケ ー ス ３ １ 上 に 設 置 さ
れ た ２ つ の 平 行 な 接 続 体 ３ ５ １ 上 に 接 続 さ れ て 固 定 さ れ る 。 前 記 ケ ー ス ３ １ の 出 水 誘 導 通
路 ３ １ ２ と 図 ４ か ら 図 ６ の 出 水 誘 導 通 路 ２ １ ２ の 形 状 、 構 造 は 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は
説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ９ 、 図 １ ０ 、 図 １ ２ 並 び に 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 各 導 水 板 ３ ５ の 底 部 ３ ５ ２ は フ ィ ル
タ ー 材 ３ ２ に 向 か っ て 斜 め に 設 置 さ れ る 。 優 先 選 択 方 法 と し て 、 全 て の 導 水 板 ３ ５ は 外 か
ら 内 へ 傾 斜 し た 羽 根 板 状 を 呈 し 、 各 導 水 板 ３ ５ の 底 部 ３ ５ ２ は 全 て フ ィ ル タ ー 材 ３ ２ に 向
か っ て 接 近 さ せ る 。 濾 過 時 に は 、 前 記 汚 水 が フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ３ ０ に 沿 っ て 流 れ る 際 導
水 板 ３ ５ に 当 た り 、 導 水 板 ３ ５ の 抵 抗 力 で 水 が フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ３ ０ の 中 に 誘 導 さ れ る
。 そ の 濾 過 原 理 は 図 ４ か ら 図 ６ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ２ ０ と 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 説
明 を 省 略 す る 。 濾 過 効 果 を 増 強 す る た め 、 濾 過 さ れ る 水 流 の 方 向 上 で 出 水 誘 導 通 路 ３ １ ２
に 近 い フ ィ ル タ ー 材 ほ ど 細 密 に し て 、 濾 過 効 果 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ １ は 図 ７ と 同 じ く 、 異 な る 必 要 性 に 基 づ き 、 前 記 フ ィ ル タ ー 材 ３ ２ ’ 、 ３ ３ ’ は 凹
凸 或 い は 波 形 状 に し 、 異 な る 汚 水 濾 過 の 必 要 性 に 適 応 さ せ る こ と が で き る 。 濾 過 効 果 を 増
強 す る た め 、 相 隣 す る フ ィ ル タ ー 材 ３ ２ ’ 、 ３ ３ ’ の 間 に 粒 状 フ ィ ル タ ー ３ ６ を 設 置 す る
こ と が で き 、 ま た 前 記 出 水 誘 導 通 路 ３ １ ２ の フ ィ ル タ ー 材 ３ ３ ’ (即 ち 後 方 の フ ィ ル タ ー
材 )と ケ ー ス ３ １ の 間 に も 粒 状 フ ィ ル タ ー ３ ７ を 設 置 し て 、 濾 過 効 果 を よ り 高 め る こ と も
で き る 。 前 記 粒 状 フ ィ ル タ ー ３ ７ が 出 水 誘 導 通 路 ３ １ ２ か ら 流 出 す る の を 防 止 す る た め 、
前 記 出 水 誘 導 通 路 ３ １ ２ を フ ィ ル タ ー 綿 ３ ８ で 塞 ぐ と 、 水 流 の み を 通 過 さ せ 、 粒 状 フ ィ ル
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タ ー ３ ７ の 流 出 を 防 止 す る こ と が で き る 。 上 述 の 粒 状 フ ィ ル タ ー ３ ６ 、 ３ ７ は 吸 着 性 フ ィ
ル タ ー 材 或 い は イ オ ン 交 換 性 フ ィ ル タ ー 材 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ４ に さ ら に 別 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ４ ０ を 示 す 。 こ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ４ ０ の ケ
ー ス ４ １ は 中 空 の 四 角 形 を 呈 し て い る が 、 当 然 必 要 に 応 じ 多 角 形 に す る こ と も で き る 。 そ
の 外 側 の 進 水 誘 導 通 路 ４ １ １ 箇 所 に 導 水 板 ４ ５ が 設 置 し さ れ 、 前 記 導 水 板 ４ ５ は 図 ８ か ら
図 １ ０ の 導 水 板 ３ ５ の 形 状 、 構 造 と 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 説 明 を 省 略 す る 。 内 側 に は
出 水 誘 導 通 路 ４ １ ２ が 設 け ら れ 、 前 記 外 側 と 内 側 の 間 、 即 ち 進 水 誘 導 通 路 ４ １ １ と 出 水 誘
導 通 路 ４ １ ２ の 間 に 間 隔 を あ け て 平 行 に 配 列 さ れ た 凹 凸 形 状 を 呈 す る ２ つ の フ ィ ル タ ー 材
４ ２ 、 ４ ３ が 密 封 し て 設 置 さ れ る 。 前 記 ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 ４ ２ 、 ４ ３ の 作 業 原 理 は 図 ４
か ら 図 ６ の ２ つ の フ ィ ル タ ー 材 ２ ２ 、 ２ ３ と 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 説 明 を 省 略 す る 。
水 は 濾 過 さ れ た 後 、 出 水 誘 導 通 路 ４ １ ２ か ら 流 出 さ れ る 。 濾 過 効 果 を 増 強 す る た め 、 前 記
フ ィ ル タ ー 材 ４ ２ 、 ４ ３ の う ち 、 水 流 方 向 に 従 っ て 、 出 水 誘 導 通 路 ４ １ ２ に よ り 近 い フ ィ
ル タ ー 材 ほ ど 細 密 に し 、 濾 過 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 こ の ほ か 、 濾 過 効 果 を 増 強 す る
た め 、 相 隣 す る フ ィ ル タ ー 材 ４ ２ 、 ４ ３ の 間 に 粒 状 フ ィ ル タ ー ４ ６ を 設 置 す る こ と が で き
、 ま た 前 記 出 水 誘 導 通 路 ４ １ ２ 近 く の フ ィ ル タ ー 材 ４ ３ (即 ち 後 方 の フ ィ ル タ ー 材 )と ケ ー
ス ４ １ の 間 に も 粒 状 フ ィ ル タ ー を 設 置 し て 、 濾 過 効 果 を よ り 高 め る こ と も で き る 。 前 記 粒
状 フ ィ ル タ ー は 吸 着 性 フ ィ ル タ ー 材 或 い は イ オ ン 交 換 性 フ ィ ル タ ー 材 と す る こ と が で き る
(図 ７ 或 い は 図 １ １ 参 照 )。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ５ と 図 １ ６ に さ ら に 別 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ５ ０ を 示 す 。 こ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス
５ ０ は ２ つ の 半 円 形 の 第 １ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト ５ ０ Aと 第 ２ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト ５ ０ Bを 含
む 。 前 記 第 １ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト ５ ０ Aと 第 ２ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト ５ ０ Bは 全 体 で 円 柱 形 状
を 構 成 し 、 そ の 外 側 に ２ つ の 半 円 リ ン グ 形 の 導 水 板 ５ ５ が 設 置 さ れ 、 各 導 水 板 ５ ５ の 底 部
５ ５ １ は フ ィ ル タ ー 材 ５ ２ に 向 か っ て 接 近 し 斜 め に 設 置 さ れ る 。 濾 過 が 必 要 な 水 は 導 水 板
５ ５ に 沿 っ て 進 水 誘 導 通 路 ５ １ １ か ら 第 １ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト ５ ０ Aと 第 ２ フ ィ ル タ ー ユ
ニ ッ ト ５ ０ Bに 進 入 す る 。 前 記 第 １ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト ５ ０ Aは ３ 枚 の 平 行 に 間 隔 を あ け て
設 置 さ れ た フ ィ ル タ ー 材 ５ ２ 、 ５ ３ 、 ５ ４ を 含 み 、 前 記 第 ２ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト ５ ０ Bは
３ 枚 の 平 行 に 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ た フ ィ ル タ ー 材 ５ ７ 、 ５ ８ 、 ５ ９ を 含 む 。 そ の う ち 、
前 記 ３ 枚 の フ ィ ル タ ー 材 ５ ２ 、 ５ ３ 、 ５ ４ と 前 記 ３ 枚 の フ ィ ル タ ー 材 ５ ７ 、 ５ ８ 、 ５ ９ は
そ れ ぞ れ 一 体 を な す 。 濾 過 が 必 要 な 水 は 順 序 に 従 っ て 前 記 ３ 枚 の フ ィ ル タ ー 材 ５ ２ 、 ５ ３
、 ５ ４ 或 い は ３ 枚 の フ ィ ル タ ー 材 ５ ７ 、 ５ ８ 、 ５ ９ を 通 過 し 、 濾 過 さ れ た 後 の 水 は 内 側 ケ
ー ス ５ １ 上 に 設 置 さ れ た 出 水 誘 導 通 路 ５ １ ２ か ら 流 出 さ れ 、 そ の 後 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ５
０ 内 の 中 空 部 位 か ら 流 出 さ れ る 。 前 記 第 １ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト ５ ０ Aと 第 ２ フ ィ ル タ ー ユ
ニ ッ ト ５ ０ Bの 濾 過 原 理 は 図 ４ か ら 図 ６ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス ２ ０ と 同 じ で あ る た め 、 こ
こ で は 説 明 を 省 略 す る 。 こ の ほ か 、 濾 過 効 果 を 増 強 す る た め 、 相 隣 す る フ ィ ル タ ー 材 ５ ２
、 ５ ３ 、 ５ ４ 、 ５ ７ 、 ５ ８ 、 ５ ９ の 間 に 粒 状 フ ィ ル タ ー を 設 置 し て 、 濾 過 効 果 を よ り 高 め
る こ と が で き る 。 前 記 粒 状 フ ィ ル タ ー は 吸 着 性 フ ィ ル タ ー 材 或 い は イ オ ン 交 換 性 フ ィ ル タ
ー 材 と す る こ と が で き る (図 ７ 或 い は 図 １ １ 参 照 )。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の 実 施 例 を 通 し て 本 発 明 に つ い て 開 示 し て き た が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ ら に 限 ら れ
る も の で は な く 、 本 発 明 の 構 想 か ら 逸 脱 し な い 条 件 下 で 、 以 上 の 各 部 材 或 い は 構 造 は 、 関
連 技 術 分 野 の 人 員 が 知 る 類 似 或 い は 同 等 の 部 材 ま た は 構 造 で 代 替 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス は 、 水 槽 或 い は ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 容 器 か
ら フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス を 取 り 出 す 際 に 汚 物 が 水 槽 或 い は ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 容 器 内 に 回 流
し て 汚 染 を 引 き 起 こ す こ と を 確 実 に 防 ぐ 効 果 を 達 成 す る こ と が で き 、 実 用 性 と 進 歩 性 を 備
え て い る 。 ま た 、 本 発 明 の 構 造 は そ の 特 許 出 願 を 提 出 す る 以 前 に 刊 行 物 に 掲 載 さ れ た り 、
公 共 で 使 用 さ れ た こ と は な く 、 従 っ て 、 本 発 明 の 構 造 は 特 許 要 件 に 符 合 す る た め 、 法 に 基
づ き 特 許 出 願 を 提 出 す る も の で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス を 含 む ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 実 施 例 ２ の 立 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス が 出 水 す る 時 の 汚 水 の 流 れ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 改 良 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 実 施 例 ３ の 立 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ８ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 改 良 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ８ の 導 水 板 の 立 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の 導 水 板 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 実 施 例 ３ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 実 施 例 ４ の 立 体 倒 置 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 周 知 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 立 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ 中 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ 中 中 の フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス が 出 水 す る 時 の 水 の 流 れ を 示 す 断 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 、 ５ ０ 　 　 フ ィ ル タ ー ボ ッ ク ス
１ １ 、 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ 　 　 ケ ー ス 　 　 　 　 　 　 　 　
２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ２ ’ 、 ２ ３ ’ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ２ ’ 、 ３ ３ ’ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ５ ２ 、 ５ ３ 、
５ ４ 、 ５ ７ 、 ５ ８ 、 ５ ９ 　 　 フ ィ ル タ ー 材
２ ４ 、 ３ ４ 　 　 緩 衝 空 間
２ ５ 、 ２ ６ 、 ３ ６ 、 ３ ７ 、 ４ ６ 　 　 粒 状 フ ィ ル タ ー
２ ７ 、 ３ ８ 　 　 フ ィ ル タ ー 綿
３ ５ 、 ４ ５ 、 ５ ５ 　 　 導 水 板
１ ０ ０ 　 　 ス ク リ ー ニ ン グ 装 置
１ ０ １ 　 　 箱 体 　 　 　 　 　 　 　 　 　
１ ０ ２ 　 　 導 管
１ ０ ３ 　 　 凹 槽 　
１ １ １ 　 　 嵌 入 部
１ １ ２ 、 ２ １ ２ 、 ３ １ ２ 、 ４ １ ２ 、 ５ １ ２ 　 　 出 水 誘 導 通 路
２ １ １ 、 ３ １ １ 、 ４ １ １ 、 ５ １ １ 　 　 進 水 誘 導 通 路
３ ５ １ 　 　 接 続 部 　 　 　 　 　 　 　 　
３ ５ ２ 、 ５ ５ １ 　 　 底 部
５ ０ A　 　 第 １ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト
５ ０ B　 　 第 ２ フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト 　
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

(12) JP 2007-301547 A 2007.11.22



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
                        Ｂ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１Ｄ  24/00     (2006.01)  24/00     (2006.01)  24/00     (2006.01)  24/00     (2006.01)  24/00     (2006.01)  24/00     (2006.01)  24/00     (2006.01)  24/00     (2006.01)           Ｂ０１Ｄ  35/30    　　　　          　　　　　
                        Ｂ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１ＤＢ０１Ｄ  29/50     (2006.01)  29/50     (2006.01)  29/50     (2006.01)  29/50     (2006.01)  29/50     (2006.01)  29/50     (2006.01)  29/50     (2006.01)  29/50     (2006.01)           Ｂ０１Ｄ  29/08    ５２０Ａ          　　　　　
                        Ｃ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２Ｆ   1/28     (2006.01)   1/28     (2006.01)   1/28     (2006.01)   1/28     (2006.01)   1/28     (2006.01)   1/28     (2006.01)   1/28     (2006.01)   1/28     (2006.01)           Ｂ０１Ｄ  29/08    ５４０Ａ          　　　　　
                        Ｃ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２ＦＣ０２Ｆ   1/42     (2006.01)   1/42     (2006.01)   1/42     (2006.01)   1/42     (2006.01)   1/42     (2006.01)   1/42     (2006.01)   1/42     (2006.01)   1/42     (2006.01)           Ｂ０１Ｄ  29/26    　　　Ｃ          　　　　　
                        Ａ０１ＫＡ０１ＫＡ０１ＫＡ０１ＫＡ０１ＫＡ０１ＫＡ０１ＫＡ０１Ｋ  63/04     (2006.01)  63/04     (2006.01)  63/04     (2006.01)  63/04     (2006.01)  63/04     (2006.01)  63/04     (2006.01)  63/04     (2006.01)  63/04     (2006.01)           Ｂ０１Ｄ  29/24    　　　Ｈ          　　　　　
   　　　　                                Ｃ０２Ｆ   1/28    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｃ０２Ｆ   1/42    　　　Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ａ０１Ｋ  63/04    　　　Ａ          　　　　　

(13) JP 2007-301547 A 2007.11.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

